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令和４年宇治田原町総務建設常任委員会 

令和４年１０月２５日 

午 前 １ ０ 時 開 議 

議 事 日 程 

 日程第１  第３四半期の事業執行状況について 

       ○総務課所管 

       ○企画財政課所管 

       ○税住民課所管 

 日程第２  各課所管事項報告について 

       ○総務課所管 

        ・押印を求める手続の見直しに伴う関係条例の整備について 

       ○税住民課所管 

        ・令和４年度町税徴収実績（第２四半期）について 

        ・令和４年度人口動態集計（第２四半期）について 

 日程第３  第３四半期の事業執行状況について 

       ○建設環境課所管 

       ○まちづくり推進課所管 

       ○産業観光課所管 

       ○上下水道課所管 

 日程第４  各課所管事項報告について 

       ○まちづくり推進課所管 

        ・「新しい地域公共交通」運行の開始について 

       ○上下水道課所管 

        ・宇治田原町水道事業及び下水道事業経営等審議会令和４年度第２回会 

         議結果概要について 

 日程第５  その他 
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              ２番  原 田 周 一  委員 
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１．欠 席 委 員     なし 

 

１．宇治田原町議会委員会条例第１８条の規定により会議事件の説明のため出席を求める
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建設環境課課長補佐 市 川 博 己 君 

ま ち づくり推進課 

課 長 補 佐 
岡 﨑 一 男 君 

産 業 観 光 課 長 田 村  徹 君 

産業観光課課長補佐 植 村 和 仁 君 
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上下水道課課長補佐 森 本 崇 嗣 君 
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１．職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

事 務 局 長 矢 野 里 志 君 
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庶 務 係 長 重 富 康 宏 君 
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開  会   午前１０時００分 

○委員長（藤本英樹） 皆さん、改めましておはようございます。 

  本日は、閉会中における総務建設常任委員会を招集いたしましたところ、町当局の関

係者をはじめ、委員の皆様にはご出席をいただき、誠にありがとうございます。 

  本日は、各課の令和４年度第３四半期の事業執行状況報告並びに所管事項の報告を願

いたいと思います。 

  本日の委員会において不適切な発言等がありました場合には、委員長において精査を

行うことといたします。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ありがとうございます。 

  ここで、理事者より発言を求められておりますのでこれを許します。山下副町長。 

○副町長（山下康之） 皆さん、改めましておはようございます。 

  本日は、閉会中におきます総務建設常任委員会を開催いただきまして、誠にありがと

うございます。 

  藤本委員長また山本副委員長のもと、各委員の皆さんにはよろしくお願いを申し上げ

たいというように思います。 

  まず委員会の開会に当たりまして、ご挨拶を申し上げるところでございます。 

  まず、大変申し訳ございませんが、報告といたしまして、最初の総務関係の所管事項

の報告させていただく際においては、企画財政課の中地課長補佐のほう大変申し訳ない

ですけれども欠席させていただいております。 

  また、この後建設事業関係の中では星野政策監が大変申し訳ございませんけれども欠

席させていただきますので、どうぞよろしくお願いを申し上げたいというように思いま

す。 

  それでは、開会に当たりましてご挨拶を申し上げたいと思います。 

  １０月の後半に近づいてきたわけでございますけれども、宇治田原町の野山も、いよ

いよ紅葉が入ってくるというような季節になってまいり、また町の中では冬の風物詩の

古老柿の柿屋が立ち並ぶ、こういったような時期にもなってきているわけでございます

けれども、今日も天気の状況見ていますと、東京ではもう既に１２月の気温やというよ

うに言われている中で、まだ京都においては、何とか秋らしさを今じっと我慢をしてい

るとこんなような状況になっているところでございます。 

  そういった中で特に新型コロナウイルスの感染につきましても、議会のほうでたびた
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びご報告を申し上げてきたところでございますけれども、宇治田原町の感染者の報告が

ないというような状況の中で京都では昨日現在、発表では１４９名の方が感染されてい

るというように聞いております。京都の中で見ますと、非常に感染者が減っているとい

うような状況ですけれども、東京のほう見ますとやはりちょっと増えているとこういう

ような状況でございます。 

  宇治田原町内におきましては、昨日も今日も小学生また中学生は０名、また保育所に

おいても０名というように聞いております。そういった点からいきますと町のほうにも

コロナの状況により、そういった問合せとかこういうのもかなり激減しているというこ

とで、町の中では感染者が拡大しているというような状況ではないというには思ってお

りますけれども、いろんな情報を得る中でしっかりと感染予防は進めてまいりたいとい

うように考えているところでございます。 

  そういった中で秋の行事もそれぞれのガイドラインの中でいろいろ感染対策をした上

で事業に取り組んでいただいている中におきまして、町の事業においても縮小しながら

議員の皆さんにもご苦労をいただいているというようなところでございます。これから

年末に近づきまして、そういった点についてもしっかりとやっていきたい、またあわせ

まして、予防接種のほうもこの１０月２１日金曜日に国のほうから接種後５カ月間隔と

いうふうに言われておりましたが、３カ月の感覚でも大丈夫というような報告を厚生労

働省からいただきましたので、急遽８月に予防接種していただいた方なんかはもう

１１月にできるという状況になってまいりましたので、オミクロン対応の予防接種につ

いても早急に住民の皆さんにご案内をさせていただいて、この１０月、１１月としっか

りとした予防接種をしていただくようにしっかりと対応していきたいというように思っ

ております。 

  また、あわせまして今現在も有効かと思いますけれども、インフルエンザとコロナと

同時に予防接種しても問題ないというように聞いておりますので、しっかりとした対応

をこれからも続けてやっていきたいというように思っております。 

  また、非常にこれから寒くなりますので、火を使う機会が非常に多くなりますので、

しっかり住民の皆さんにこういった火の取扱いについては十分注意いただくようにこれ

からもしっかりと広報していきたいというように思っております。 

  昨日ちょうど９時３０分、夜でしたけれども、宇治田原消防分署でサイレン鳴らして

出動したということで、郷之口の下のほうでしたけれども、結果的に企業さんの蒸気が

上がっていたのが火災の煙というように間違えられたようでございましたけれども、何
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もなく終わったところでございますけれども、そういった点についても、引き続き気を

引き締めてまいりたいと思っておりますので、今後ともご指導のほうよろしくお願いを

したいと思います。 

  最後に、今日は第３四半期分の事業執行状況また各課からの所管事項の報告、大変多

岐にわたりますけれども、よろしくお願いを申し上げて、そして季節柄、委員の皆さん

におかれてはお体に気をつけていただく中で引き続きご活躍を賜わりますよう心からご

祈念申し上げまして、開会に当たりましてのご挨拶とさせていただきます。 

  どうぞよろしくお願いします。 

  以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） ありがとうございました。 

  ただいまの出席委員数は６名でございます。定足数に達しておりますので、直ちに本

日の総務建設常任委員会を開きます。 

  会議は、お手元に配付しております会議日程により進めさせていただきます。また、

関係資料も配付しておりますので、併せてご参照願います。 

  それでは、これより議事に入ります。 

  日程第１、各課所管に係ります令和４年度第３四半期の事業執行状況についてを議題

といたします。 

  まず、総務課所管について説明を求めます。青山総務課長。 

○総務課長（青山公紀） それでは、改めまして皆様方、おはようございます。 

  総務課所管の第３四半期執行状況について、ご説明をさせていただきます。 

  まず、１番目でございますけれども、高機能消防指令システム部分更新事業費という

ことでございます。これにつきましては、５月１８日に契約されて、現在、京田辺市消

防本部にて整備を進められておるところで、現在、システムの製作とかにかかられてお

りまして、予定では令和５年の２月に試運転の稼働、令和５年３月には仮運用、令和

５年４月から本格運用というようにということで、現在取組をされているところでござ

います。 

  続きまして、２番目の女性消防団員確保事業費につきましては、６月から第２四半期

から秋ぐらいを目途にということで、集中的に募集期間としていろいろ勧奨等行わせて

いただきました。 

  そうしたことで、７月の常任委員会現在では２人いるというようなところでお知らせ

をさせていただいたと思うんですけれども、その後、いろいろ勧奨をさせていただきま
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して、新たに４名の方が入っていただけるというようなことになりまして、今は計６名

の方に承諾をいただいておるような状況でございます。 

  その場合に、以前５人以上集まったというようなところで発足式のようなものを考え

たいということでお伝えをさせていただいていたと思うんですけれども、一応現在６名

ということなんで、今後も引き続いて勧奨はしていきたいと思っておるんですけれども

一応６名さんの方に承諾いただいておりますので、こちらの表にもありますように、

１２月中旬頃に発足式（辞令交付式）をしたいと考えておるところでございます。 

  併せて来年の１月４日ですけれども、出初式ということでそちらのほうで披露をさせ

ていただければということで今考えております。 

  活動的には広報的なところを中心ということで、ソフト面を中心に活動していただく

というところで考えておるところでございます。 

  続きまして、３番目の消防ポンプ自動車更新事業費でございます。 

  これにつきましては、６月議会で承認いただきまして、ご可決いただきまして、現在

営業を進めておるところでございまして、令和５年３月末の納車予定ということで、現

在作製に取りかかっていただいておるところでございます。 

  簡単ではございますけれども、以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

  質疑のある方は挙手願います。 

  ございませんか。原田委員。 

○委員（原田周一） 今のちょっと２番の女性消防団員確保事業費のことでお聞きします。 

  今、６名が登録いうことでご報告があったんですけれども、女性に年齢いうのは失礼

かも分かんないですけれども、男性の今現在ある消防団、基本的に年齢決まっています

よね、規則的には。今、それをオーバー全部していると思うんですけれども、それは今

も制限ないんですかね、男性は。 

  そういう意味でちょっと女性の平均年齢いうんですか、今回登録された方のあれをち

ょっとお聞きしたかったんですけれども。その年齢のそういうことが撤廃されていたら

それはそれで結構なんですけれども。 

○委員長（藤本英樹） 廣島補佐。 

○総務課課長補佐（廣島尚夫） 年齢の構成につきまして、６名のうち２０代が２名、

４０代の方が３名、５０代が１名の構成となっております。 

  以上です。 
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○委員長（藤本英樹） あと、消防団の年齢についてはどうですか。 

  山下副町長。 

○副町長（山下康之） ただいまの原田委員の質問でございますけれども、消防団の皆さ

んは女性にかかわらず、男性も同じなんですけれども、条例でしっかりくくっている中

では、まずは１８歳以上、その次に宇治田原町に住んでいるかあるいは勤めているか、

それともう１点は元気な方とこういうようなうたい方をしておりますので、消防団にお

きます上年齢はないと、ただし、今日までそうした年齢層からいくと元気なところで活

動していただきたいということもございましたので、消防団内部において申合せをされ

てきたというような状況はあるものの、本部役員の皆さんなんかは当然そういう申合せ

よりも上にいかれた方々が全てなっていただいておりますので、現在のところ特に上限

の、何歳以上いうのははっきりうたってますので、それ以上、上は特に縛りはないとい

うことを申し上げたいというふうに思います。 

○委員長（藤本英樹） 原田委員。 

○委員（原田周一） 理解しました。 

  私のほうも緑苑坂でも発足当時から入られている方いうことでかなり年齢的に上がっ

てきていると。後の後継者がなかなかおらないことで苦労しているいうことも聞いてい

ます。そういった意味では今、この女性のほうも２０代、４０代いうことですんで、そ

ういう意味では期待は持てるのかなと。やはり後を引き継いでいってもらうような形の

年齢構成でないとせっかく発足しても後続かないということにもなりかねませんので、

随時募集なりその辺は努力していただいて、今後も啓発活動いうことについてはお願い

したいと思います。 

  以上です。 

○委員長（藤本英樹） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて質疑を終わります。 

  以上で、総務課所管の質疑を終了いたします。 

  次に、企画財政課所管について説明を求めます。村山企画財政課長。 

○企画財政課長（村山和弘） それでは、企画財政課所管の事業執行状況、令和４年度第

３四半期につきましてご説明申し上げます。 

  まず１件目、行政改革・行政評価推進事業費でございます。第７次の行政改革大綱の

策定を行うに当たりまして、まず１０月１２日に庁内の若手職員で組織しておりますワ



９ 

ーキンググループ会議を開催いたしまして、そこでの意見を反映し、現在修正案の作成

を行っているところでございます。今月下旬、具体的には明日になるんですが、行政改

革推進本部会議を開催、そして１１月中旬には外部組織でございます行政改革懇談会を

予定しているところでございます。 

  それぞれの会議での議論を基に大綱案を作成し、１２月中旬頃からパブリックコメン

トを実施いたしますとともに、議会の全員協議会にも報告してまいりたいというふうに

考えているところでございます。次期以降の予定につきましては、パブコメの結果の公

表、行政改革懇談会での取りまとめを予定しているところでございます。 

  次に２件目、ふるさと納税推進事業費でございます。 

  ふるさとチョイス、さとふる、楽天、ＡＮＡほか全部で１１のポータルサイトにおき

まして、特産品の周知、寄附金の受付を行っているところでございます。 

  なお、９月末現在のふるさと納税寄付額は、４，８３２万円となっております。今、

一生懸命取り組んでおります、ブラッシュアップの功を奏したというふうな形で、昨年

同期比では１１８．８％と、１８．８ポイント上回るという状況になったところでござ

います。 

  次に、３件目、役場庁舎跡地整備事業費でございます。 

  決算特別委員会におきましても、現地審査も行っていただいたところでございますが、

電柱の移転や河川法面の復旧工事も完了いたしまして、現在、測量・境界確定業務、ま

た鑑定評価を実施しているところでございます。 

  １１月からプロポーザルを予定しておりまして、初旬に公告を行い、１カ月程度の申

込み期間をおきまして、１２月初旬に一次審査を予定しているところでございます。 

  次期以降の予定につきましては、二次審査のプレゼンテーションを実施し、売却へと

進めてまいりたいというふうに考えております。 

  また、庭石や樹木の新庁舎への移設も年度末をめどに予定をしているところでござい

ます。 

  そして、別添プロポーザル実施要領参照というふうに書かせていただいておりますが、

別添資料といたしまして、旧庁舎跡地売却活用に係る公募型プロポーザル実施要領概要

を示させていただいておりますので、そちらのほうをご覧いただきたいと存じます。 

  まず、１、公募型プロポーザルとする趣旨でございます。町のシンボルとして長年地

域に見守られてきた旧庁舎の跡地売却及び土地活用につきまして、地域の活性化また周

辺環境等に配慮した事業計画が望まれることから売却相手方の選定にあたり、公募によ
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る売却価格と土地利用イメージの提案を求め、優れた提案者に売却するものでございま

す。 

  ２、概要につきましては、約２，１００平方メートルの宅地でございまして、３、売

却最低価格につきましては、土地鑑定評価額によるものとしております。 

  ４、主な参加資格要件といたしまして、破産法等の規定による申立通告の関係、また

税金の未納がないこと、資力や遂行能力を示しております。 

  ５の契約上の主な条件といたしまして、１つ目、旧庁舎の駐車場として借地利用して

いた隣接民有地についても一体活用すること、２つ目には２年以内に工事着手し、４年

以内に事業完了すること、３つ目には１０年間は事業計画の変更、土地転売はしないこ

と、４つ目には所有権移転登記に際し、１０年間の買戻し特約事項を登記することを条

件とすることといたしております。 

  ６、売却までのスケジュールにつきましては、記載をさせていただいておりますとお

り、公告そして参加受付、一次審査、二次審査、候補者の決定、売買契約の締結、物件

引渡しという流れで１１月から年度内完了に向けて取り組んでまいりたいというふうに

考えております。 

  以上、企画財政課所管の事業執行状況につきましての説明とさせていただきます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

  質疑のある方は挙手を願います。上野委員。 

○委員（上野雅央） 土地の鑑定評価をされるということで、土地だけの鑑定評価をされ

て、それプラス今までかかってきた解体費用とかその辺を上乗せされるんですか。 

○委員長（藤本英樹） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） 今、更地としての鑑定評価をお願いしておりまして、もう

間もなく上がる見込みとなっておりますが、解体費用については加算しておりません。 

○委員長（藤本英樹） 上野委員。 

○委員（上野雅央） 鑑定費用、今度公募されて見積価格になってくるんですか、その見

積りには鑑定評価プラス解体費用の分、それは関係ないんですか。 

○委員長（藤本英樹） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） 解体につきましては、町の責任を持って解体するというこ

とと決定しておりましたので、既に解体についてはもう解体工事の発注をして、そこは

もう終わったものと済ませておりますので、あくまでも今後はその土地を売却すると、

更地を売却するというふうな形となります。 
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○委員長（藤本英樹） 上野委員。 

○委員（上野雅央） 分かりました。 

  それともう１点、隣接民有地についても一括活用するということをうたわれておりま

すけれども、これはもうちょっと詳しく教えていただけますか。   

○委員長（藤本英樹） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） 庁舎の建っておりました東側、駐車場として利用していた

土地なんですが、あの土地につきましては、個人の方から借地という形で長年にわたっ

て借地をしてまいりました。役場があったので、駐車場として利用できてきた土地なん

ですが、今後、役場敷地だけを売却してしまいますと、その土地が無道路地というふう

なことにもなってきますので、長年お借りしてきた土地所有者といろいろご相談させて

いただいていますと、一緒に売却したいというふうな申出がございますので、一体利用

として広く活用していただけるような方を募集したいというふうに考えております。 

○委員長（藤本英樹） 上野委員。 

○委員（上野雅央） 分かりました。結構です。 

○委員長（藤本英樹） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて企画財政課所管の質疑を終了いたし

ます。 

  次に、税住民課所管について説明を求めます。 

  廣島税住民課長。 

○税住民課長（廣島照美） それでは、税住民課に係ります第３四半期事業執行状況につ

いて説明をさせていただきます。 

  １つ目、転出・転入届ワンストップ化システム導入事業費でございます。こちら、契

約のほう締結しまして、システム改修のほうを進めております。 

  次期以降の予定としましては、令和５年２月にサービス開始予定となっております。 

  次に２つ目、コンビニ交付導入事業費でございます。こちらはご報告させていただい

ている予定よりも変更となっております。１０月に委託契約というふうにさせていただ

いておりますが、遅れております理由としましては、国から仕様が届くのが遅れたこと、

また、機器につきまして、現在、半導体不足によりまして、入れられる機器がなかなか

見つからない状況がございまして、町が仕様書を作成するに当たりまして、かなり時間

を要したことによるものでございます。現在、委託契約の手続を進めているところでご
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ざいまして、今後、システム構築し、令和５年３月、今年度末までにサービス開始予定

としております。 

  １２月の欄を見ていただきたいんですけれども、印鑑条例改正というふうにございま

す。１２月の議会のほうで、印鑑条例の改正の議案のほうを上程させていただきたいと

いうふうに考えております。内容につきましては、コンビニ等の多機能端末機のほうで

印鑑証明書の交付を受けることができるように条文を追加する内容でございます。 

  説明につきましては、簡単ではございますが以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたのでこれより質疑を行います。 

  質疑のある方は挙手願います。ございませんか。榎木議員。 

○委員（榎木憲法） １点、２番のコンビニ交付導入事業費なんですけれども、町内にあ

るコンビニ全店で利用できるということでいいんでしょうか。あるいは何店か絞られて

いるとかその辺りは。 

○委員長（藤本英樹） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） コンビニ等ということで、いろいろスーパーとかでもこうい

う多機能端末を置いておられるところは取ることができるんですけれども、今ある町内

のコンビニは全て交付ができるということでございます。 

○委員長（藤本英樹） 榎木議員。よろしいですか。 

○委員（榎木憲法） はい、結構です。 

○委員長（藤本英樹） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて税住民課所管の質疑を終了いたしま

す。 

  以上で、ただいま出席の所管分に係ります第３四半期の事業執行状況についてを終了

いたします。 

  次に、日程第２、各課所管事項報告についてを議題といたします。 

  まず、総務課所管の押印を求める手続の見直しに伴う関係条例の整備について説明を

求めます。青山課長。 

○総務課長（青山公紀） それでは、総務課所管ということで、押印を求める手続の見直

しに伴う関係条例の整備についてということでご説明をさせていただきたいと思います。 

  まず、１点目、趣旨としましては、昨今の新型コロナウイルス感染症対応ということ

で、対面規制の見直し等言われております。そういったことを踏まえまして、申請書類
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等への押印を見直すことで住民さんの負担軽減とか行政サービスの効果的かつ効率的な

提供に資するということで押印を求める手続の見直しに伴う関係条例の整備を行いたい

と考えておるところでございます。 

  ２つ目、内容といたしましては、これらにお示しさせていただいております次の申請

等に係る押印見直しの方針に基づきまして、全庁的に洗い出しを行ったところでござい

ます。 

  Ⅰ.押印の申請に係る見直しの方針、考え方といたしましては、廃止が可能なものと

いうことで、そういったものについては押印を廃止したいと考えております。Ⅱ.押印

の見直し基準ということで、（１）押印を廃止することが可能な手続ということで、こ

ういったものに関しては押印を廃止させていただきたいと思っております。 

  例としましてア、イということで挙げさせていただいておりますけれども、申請等に

ついて、本人確認の必要性が低い手続ということで、例えばイベント参加とか施設の使

用といった申込等、そういったものについては廃止をさせていただきたい。次、申請内

容、添付書類等により提出者本人と確認できるというか推定できるような手続につきま

しては、廃止をしたいと考えております。例えば住民票等の申請というところでござい

ます。 

  （２）引き続き押印を求める手続ということで、国や府等の動向を注視しながら検討

を継続していきたいと考えております。そういったものにつきましては３点ア、イ、ウ

挙げさせていただいておりまして、厳密な本人確認の必要がある手続ということで、例

えば実印とか登録印を求めているというようなそういう手続です。それと申請書類の提

出者以外の第三者が作成する手続ということで、委任状とか同意書などでございます。

それとあと契約関係の手続ということで、契約、あと覚書、協定といったところで、こ

ういったものについては引き続き検討をしていきたいと考えております。 

  こういったことで、条件で見直しをさせていただくということで洗い出しの結果、条

例的には以下の５つの条例が洗い出しで出てきましたので、これにつきまして１２月の

議会において関係条例の整備に関する条例を上程させていただきまして、改正をしてい

きたいと考えておるところでございます。 

  なお、あと各規則とかいろんなものが要綱とかあると思うんですけれども、そういっ

たものにつきましても、併せてこちらのほうで押印を廃止するというところで今検討し

ているところでございます。 

  この１２月議会において可決をいただけましたら、広報紙とかホームページ等により
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通知をさせていただきまして、令和５年４月１日よりということで押印の見直しを全庁

的に実施したいと考えておるところでございます。 

  簡単ではございますけれども、以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたのでこれより質疑を行います。質疑のある方

は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて総務課所管の質疑を終了いたします。 

  次に、税住民課所管の令和４年度町税徴収実績（第２四半期）について説明を求めま

す。廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） それでは、令和４年度徴収実績（第２四半期）令和４年９月

３０日現在につきましてご説明をさせていただきます。 

  まず、町民税でございますが、現年分で前年同期比２％増の５７．０６％、滞納繰越

分で前年同期比６．４％増の２６．０３％となっております。 

  次に、固定資産税でございますが、現年分で前年同期比１．３％減の５９.２７％、

滞納繰越分で前年同期比１０．１％減の３７．１１％となっております。 

  次に、軽自動車税でございますが、現年分で前年同期比０．５％増の９７．１７％、

滞納繰越分で前年同期比４．５％増の１８．０８％となっています。 

  町たばこ税でございますが、現年分で前年同期比同一の１００％となっております。 

  町税全体では、現年分で前年同期比０．１％減の６０．０８％、滞納繰越分で前年同

期比２．６％減の２９．９８％、現年分、滞納繰越分の計では５９．７１％となってい

るところでございます。 

  引き続きまして、京都地方税機構と連携しまして、徴収率の向上に努めてまいりたい

と考えております。 

  説明につきましては以上です。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて質疑を終了いたします。 

  続いて、令和４年度人口動態集計（第２四半期）について説明を求めます。廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） それでは、令和４年度第２四半期人口動態についてご説明を

させていただきます。 
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  横長の資料のほうをご覧いただきまして、まず１ページ目の人口動態につきまして、

第２四半期７月から９月の人口につきましては、上の表の右端、計のところをご覧いた

だきたいと思います。９人の減少となっております。自然動態におきましては、出生が

９人に対しまして死亡者数が３０人となっておりまして、２１人の減となっております。

次に、社会動態におきましては、転入が１００人に対しまして、転出が８８人となって

おりまして１２人の増となりました。 

  次に、２ページをご覧ください。 

  転入者の世代別集計表を見ますと、２０代、３０代の割合が多く、全体の６４％をこ

の世代が占めておる状況でございます。 

  次に、３ページをご覧ください。 

  ３ページの転出者の世代別集計表をご覧ください。こちらを見ますと転入と同様に

２０代、３０代を中心とした若年層の転出が多い傾向が見られまして、全体の６７％を

この世代が占めている状況でございます。 

  次に、縦長の資料で行政区別人口資料をご覧ください。基準日が令和４年１０月１日

現在のものになります。 

  表の一番上段、総合計のところをご覧ください。 

  全人口は前年同期の９，０１９人から１２０人減少しまして、８，８９９人となって

おります。０歳から１４歳の年少人口につきましては、前年同期９７６人から６人減少

しまして９７０人となっております。１５歳から６４歳の生産年齢人口につきましては、

前年同期５，２２９人から９７人減少しまして、５，１３２人となっております。

６５歳以上の高齢化率で示される年齢層ですが、前年同期２，８１４人から１７人減少

しまして、２，７９７人となっている状況でございます。 

  説明につきましては、簡単ではございますが以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて税住民課所管の質疑を終了いたしま

す。 

  以上で日程第２、各課所管事項報告についてを終了いたします。 

  これで、日程に掲げておりますただいま出席の所管分の令和４年度第３四半期の事業

進行状況報告並びに所管事項の報告を終了いたしますが、その他委員から何かございま
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したら挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） 当局から何かございませんか。 

  青山課長。 

○総務課長（青山公紀） それでは、総務課のほうから１点、ドライブレコーダーを活用

した町の見守り活動ということで、田辺署のほうから管内の市町の公用車に設置してい

るドライブレコーダー、それを活用したながら見守りの活動を実施できないかというよ

うなお話がございまして、宇治田原町の公用車につきましても、以前に議会のほうでも

いろいろ取り上げていただきまして、設置を全ての公用車にさせていただいておるとこ

ろでございます。これを活用させていただきまして、住民さんの方が安心・安全を確保

できると実感できるように動く監視カメラですね、ドライブレコーダーはやっぱり動い

てて、いろんなところで目があるというところの抑止的な効果があるということで、そ

ういう見せる防犯活動ということでやらせていただきたい。 

  かつ、その公用車にＡ４サイズぐらいのマグネットのただ今ドライブレコーダー搭載

車とか見守り中みたいなことを文言入れさせてもらって、啓発をさせていただきたいと

いうようなところで、今、田辺署のほうとお話ありまして、その締結に向けて協議をさ

せていただいておるところでございます。また、それらが調いましたらポストインとか

いろいろなところ、１２月ぐらいというようなところでまた報告をさせていただきたい

と思っておりますので、今日ちょっと報告ということでさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） これで、ただいま出席の所管課に係る事項を終了いたします。 

  ここで暫時休憩をいたします。 

休  憩   午前１０時３８分 

再  開   午前１０時４２分 

○委員長（藤本英樹） 休憩前に引き続き会議を始めます。 

  それでは、建設事業関係所管分に係る事項について始めます。 

  日程第３、各課所管に係ります令和４年度第３四半期の事業執行状況についてを議題

といたします。 

  まず、建設環境課所管について説明を求めます。 
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  建設環境課長。 

○建設環境課長（谷出 智） それでは、令和４年度第３四半期事業執行状況、建設環境

課所管分についてご説明申し上げます。 

  まず１つ目でございます。宇治田原山手線関連事業費（工業団地線）でございます。 

  こちらのほうにつきましては、測量設計の業務、既に発注しておりまして、１２月の

完了目指し随時進めているところでございます。 

  続きまして２つ目でございますが、町道新設改良事業費でございます。 

  こちらのほうは年通じて随時発注をしているところでございます。 

  最後、道路施設長寿命化修繕事業費でございます。こちらのほうにつきましては、橋

梁点検のほうにつきましては京都府への一括発注のほう既に終わっておりまして、２月

の完了予定で業務を進めていただいているところでございます。 

  舗装工事につきましては、１１月発注予定、橋梁につきましては１０月中発注という

ことで進めているところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて建設環境課所管の質疑を終了いたし

ます。 

  次に、まちづくり推進課所管について説明を求めます。垣内建設事業担当理事。 

○建設事業担当理事（垣内清文） そうしましたら、まちづくり推進課第３四半期につき

ましての執行状況をご説明申し上げます。 

  まず１番目、「ハートのまち」移住定住プロモーション事業費でございます。 

  これまでから申し上げましておりましたように、移住、それから観光の立体的なプロ

モーション行っているものでございます。 

  また、１１月からは、高速道路サービスエリアなどで「旅色ＦＯ―ＣＡＬ」の動画サ

イネージとか、冊子の配架のほう行っております。 

  それから２番目、ＪＲ奈良線高速化・複線化事業費補助金でございます。 

  １１月２０日に宇治川橋梁ウォークというのが予定しております。ちょっとこちらの

ほうには書いておりませんけれども。実際には来年の３月に開業記念式典を予定してお

りまして、それぞれこういった開業に向けてこのオープンについては井手町がＪＲ奈良
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線の複線化の事務局をされておりますので、そちらの実施をしていきます。 

  来年のこの記念式典には、また皆さんにもご参加いただきたいというに考えておりま

す。 

  それから３番目、公共交通利用推進事業費、併せて４番目、５番目の町営バス運行事

業費、デマンド型乗合タクシー運行事業費のご説明いたします。 

  これらにつきましては、後ほど所管事項の中で、利用状況についてのご報告もさせて

いただこうと思っていますが、ご存じのように１０月から新たな運行形態となりました

この事業でございます。 

  今日の昼からになるんですけれども、第４回目の地域公共交通活性化協議会、こちら

のほう実施する中でこれまでの検証、それから今後の進め方、それと公共交通計画に向

けて協議を進めていくことを考えております。 

  それから、１２月につきましては、クリスマスデコレーションバスのほうも予定して

おります。来年に向けては２月に小学生を対象とするモビリティマネジメントの教室も

開催予定しております。 

  それとすみません、ちょっとこの３番目の公共交通利用推進事業費の一番下の行にな

るんですけれども、利用促進対策（路線バス利用補助）と書いてありますけれども、こ

の利用補助はすみません、９月までの緑苑坂の利用補助でございまして、１０月以降あ

りませんので、これちょっと掲載間違いでございますので、訂正のほうをお願いしたい

と思います。 

  すみません、めくっていただきまして、次、６番目、宇治田原山手線整備促進住民会

議助成金でございます。これにつきまして、これまでと同様住民さんと連携した啓発情

報共有をしていく中で、昨年度は１２月２１日に実施いたしました一斉啓発、これを

１１月末から１２月上旬の間で現在調整中でございますので、日が決まりましたらまた

議員各位、それから工業団地の方々にもご協力いただいて、啓発活動のほうしていきた

いというふうに考えております。 

  それから、年が明けましてからまた要望活動等も現在検討しておるところでございま

す。 

  ７番目、宇治田原山手線整備事業費でございます。 

  こちら、工事のほうが山手北分、それからこちらのほう山手北分のほうはネクスコさ

んのほうに、新市街地分、庁舎の前のところについて京都府さんのほうに事業を委託し

ております。 
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  また、９月に補正承認いただきました分につきましては、現在、京都府のほうで先線

の事業としてやっておられる事業の負担金でございます。 

  それから８番目、空家等総合対策事業費でございます。 

  この空家の対策計画の改定に向けまして、１１月の半ば頃予定しておりますけれども、

２回目の協議会を進めて行きたいと考えております。 

  それから、これまでもお試し住宅、ずっと入居をいただいておりましたけれども、今

般、２例目の方が町内に移住をしていただけるというように伺っております。ですから、

これまでは１世帯だけが移住をしていただいてたんですけれども、今回２世帯目という

ふうになっております。 

  それから、一番下のところの管理不全空家等除却支援事業補助金というに書いており

ますけれども、実はこの補助金につきまして次年度から補助金額が減少するというふう

なこともございますので、先日も区長会の中で区長皆さん方々にそういったこともある

ので、今年度、除却をされるところについては情報を共有しながらやっていただけるよ

うにお願いしますというようにしております。ですから我々情報取りには行くものの、

なかなか細かいところの情報が共有できないので、そういったところもこれから周知を

お願いしたいというふうに考えております。 

  それから９番目、新市街地都市公園整備事業費でございます。 

  既に造成工事、それから施設整備工事、それから植栽工事のほう発注しておりまして、

これから防災設備工事を発注していきたいというふうに考えております。以上でござい

ます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにてまちづくり推進課所管の質疑を終了

いたします。 

  次に、産業観光課所管について説明を求めます。田村産業観光課長。 

○産業観光課長（田村 徹） それでは、産業観光課所管の第３四半期の事業執行状況に

ついてご説明いたします。 

  資料のほうは４ページお願いいたします。 

  まず１番目、高収益作物次期作支援事業費でございます。 

  新型コロナの影響で、売上減少しました高収益作物について、次期作に取り組む生産
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者を支援するものでございまして、随時申請の相談、受付等を行っているところでござ

います。 

  次に２番目、林道整備等事業費でございます。 

  林道御林山線で路面改良等行うものでございますが、測量設計業務は完了しまして、

現在工事発注に向け準備を行っているところでございます。 

  ３番目、森林経営管理事業費でございまして、経営や管理が行われていない森林の所

有者に対し、今年度から意向調査やまた現地に入っての調査等を行うものでございます

が、１１月下旬に今年度の意向調査の対象者に向けまして、説明会の開催を予定してお

り、現在その準備を進めているところでございます。 

  ４番目、有害鳥獣対策事業費でございます。 

  綴喜郡猟友会宇治田原支部に委託を行い有害駆除に取り組んでいるのと、野猿等の追

い払いにつきましては、追い払い隊とモンキードッグ連携の上、実施しているところで

ございます。 

  ５番目、まちを元気にするプレミアム商品券発行事業費補助金でございます。 

  ５，０００セット、完売済みでございまして、現在、随時、商品券の換金、店舗への

支払い作業が行われているところでございます。 

  ６番目、宇治田原コロナ対策事業者支援補助金でございます。新型コロナの影響を受

け、売上げ減少した町内中小企業者等を支援するものでございまして、随時申請の相談

受付等行っているところでございます。 

  すみません、ページのほうめくってください。次、５ページ目でございます。 

  ７番目、お茶の京都観光まちづくり推進事業費でございます。 

  お茶の京都ＤＭＯや京都府観光連盟とも連携して様々な観光情報を発信しております

のと、おもてなし推進補助金、こちらについて随時申請の相談等を行っているところで

ございます。 

  ８番目、ため池管理事業費でございます。 

  立川の外ヶ谷池、禅定寺の勝谷池、こちらのハザードマップを作成するものでござい

まして、現在、その業務を行っているところでございまして、１２月末完成を目途に業

務に取り組んでおります。 

  最後でございますが、９番目、燃料油等価格高騰対策補助金でございます。 

  こちら９月議会にて補正予算をご可決いただいた事業でございまして、新型コロナの

影響で原油価格高騰に直面して影響受けている農林業者、商工業者を支援するもので、
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２分の１で最大２０万円を上限に補助を行うものでございますが、今月中には交付要綱

を制定しまして、交付要綱制定後、町広報紙やホームページでの周知、あとは商工会、

ＪＡにご協力を願う中で周知を図っていく予定としております。以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。 

  ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて産業観光所管の質疑を終了いたしま

す。 

  次に、上下水道課所管について説明を求めます。下岡上下水道課長。 

○上下水道課長（下岡浩喜） それでは、資料６ページをご覧ください。 

  上下水道課分となります。 

  まず、１番目、水道事業のほうですが、湯屋谷配水管更新事業費になります。 

  当該年度分の配水管更新工事中谷地区につきましては、京都府のサブポイント調整に

よる１月以降の工事となりましたので、１２月の発注とさせていただいております。 

  その下ですが、湯屋谷地区におけます共有管の更新ということで、設計業務（尾華・

石詰）地区におきましては、水管橋等の更新工事の設計を行う予定としております。 

  繰越分２，０００万円につきましては、既に６月に竣工しております。 

  ２番目、下水道事業会計のほうになりますが、公共下水道（管渠）整備事業費という

ことで、当該年度分が１０月６日に工業団地のその５地区におきまして詳細設計を発注

しております。この詳細設計を持ちまして、工業団地の設計が完了する予定です。 

  工業団地におきますマンホールポンプの設置工事を１２月中旬の発注を予定しており

ます。 

  繰越分になりますが、工業団地のその４地区での面整備を進めておりまして、既に

３地区の予定をしておりますが、１地区につきましては、９月６日から１１月３０日ま

での工期で実施中でして、今後引き続き、２工区につきましては、１１月下旬の発注を

予定しております。 

  禅定寺地区の面整備工事につきましても、１２月中旬の発注を予定しております。禅

定寺のマンホールポンプ設置工事につきましては、これも１２月中旬の発注を予定して

おります。 

  昨年度実施しました面整備に伴います舗装本復旧工事については、１２月上旬の発注
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を考えております。 

  ３番目の事業になりますが、これは一般会計分となります。水道事業会計負担金（物

価高騰対策水道料金減免事業）としまして、既に１０月の水道料金請求から水道料金基

本料金部分の減免について開始しております。以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて上下水道課所管の質疑を終了いたし

ます。 

  以上で、ただいま出席の所管に係ります第３四半期の事業執行状況について終了いた

します。 

  次に、日程第４、各課所管事項報告についてを議題といたします。 

  まず、まちづくり推進課所管の新しい地域公共交通運行の開始について、説明を求め

ます。岡﨑まちづくり推進課課長補佐。 

○まちづくり推進課課長補佐（岡﨑一男） ご報告申し上げます。 

  右肩、まちづくり推進課と書いてございます裏表１枚ものの資料をご覧ください。 

  これまで、地域公共交通活性化協議会、また、住民の皆様への周知、説明、町議会へ

のご報告のもと、準備を進めてまいりました新しい地域公共交通ですけれども、先ほど

の四半期報告でもご報告申し上げましたとおり、１０月１日からうじたわＬＩＫＥ
ら い く

♡
はーと

バス定時定路線運行とうじたわＬＩＫＥ
ら い く

♡
はーと

タクシー、予約型乗り合い運行のそれぞれ

の本格運行を開始いたしました。 

  まずは、この３週間あまり、大きなトラブルなく安全にそれぞれが運行できているこ

とをご報告申し上げます。 

  この間、主な経過でございます。９月１３日火曜日に、９月定例会の常任委員会でご

報告申し上げた以降の主な経過について簡単にご説明申し上げます。 

  ９月の中旬ですが、先んじて３月から予約型乗合いタクシーの実証運行を行っており

ました奥山田区、湯屋谷区の地域の全世帯に対しまして、実証運行のアンケート結果概

要を含む今後の本格運行への円滑な周知を行うためのチラシを両区の役員様のご協力の

もと、配布をさせていただきました。 

  ９月中旬以降ですが、昨年度の実証運行地域でも利用体験会という形でさせていただ

いたところですが、今回、町営バス、従来の町営バスの再編対象地域となります９地区
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につきまして、サンビレッジを含みました８地域プラスサンビレッジの９地域につきま

して、５月の説明会に引き続きまして、はーとバス、はーとタクシーの利用体験会を行

いました。日程等につきましてはこの表をご覧おきください。各地域では、従来の町営

バス利用者の方が中心にはございましたが、それぞれ約１０名前後の方のご参加があり

ました。また、議員の皆様方にもご参加いただきまして、誠にありがとうございました。 

  裏面の写真のほうをご覧いただきますと、それぞれの地域での説明会の模様がイメー

ジしていただけるかと思います。現実に、バスとタクシーの車両を地域に持っていきま

して、タクシー会社のほうはコールセンターの職員も呼びまして、実際に膝を突き合わ

せて顔の見える距離で有料化の、例えば運賃箱への料金の入れ方とか、１日乗り放題券

の購入方法などもご説明をさせていただきました。当日、１日乗り放題券でありますと

か、１カ月、３カ月、地域応援定期券を販売させていただいたんですけれども、ご購入

いただいた方もおられました。 

  表面戻っていただきまして、新しい地域公共交通、昨年度から奥山田区、湯屋谷区様

への実証運行の前からの説明を含めまして、対面で住民の皆様にご説明を差し上げてま

いったのは、計２６回させていただきました。そういった中でその構築に取り組んでま

いってきたところでございます。 

  ９月２８日の水曜日に近畿運輸局によります、それぞれこれは有償運行になりますの

で、はーとバスのほうは道路運送法第７９条に基づきます自家用有償旅客運送車の登録、

はーとタクシーのほうは第４条に基づきます区域運行車の許可を正式にいただきました。 

  １０月１日には、町広報紙４月、８月、９月号に引き続きまして、はーとバス、はー

とタクシーの今回は乗り方等の周知の記事を行って周知を図ったところでございます。 

  運行後の状況でございます。１０月から始まったところでございますので、この資料

の段階では、２週間の状況を記載しておりますが、３週間、１０月２１日までの状況の

ほう把握しておりますので、この場で口頭で申し述べさせていただきます。 

  まず、１番目うじたわＬＩＫＥはーとバスのほうですが、この１０月３日の月曜日か

ら１０月２１日の間で延べ５３３名、うち大人・就学前児童が３５２名、今回、はーと

バスのほうは従来のスクールバスを路線の一部に組み込んでおりますので、従来のスク

ールバスの対象児童プラス西側の地域で乗られている方もいられると思いますが、小中

学生のほうが１８１名となっております。 

  それから、うじたわＬＩＫＥはーとタクシーのほうですけれども、こちらのほうは延

べ９９名、うち乗り合いが２１件という形となっております。 
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  はーとバスのほうですけれども、先ほど申し上げました大人の３５２名というこの

３週間の運行日数、３週間といいますか１４日間の運行日数を今月、２０日間の運行日

がございますので、これで除して、仮に月の換算とした場合、このペースでいきますと

５０２名になる予定でございまして、乗合タクシーのほうでの町営バス地域の方の利用

を合わせました約５００名強の利用者、これを昨年度の町営バスの月平均で割りますと、

大体７割弱の今、乗車率という形になってございます。 

  その下、料金収受でございます。こちらのほうも金曜日現在の数値を申し上げます。

２３万１，０００円、うち運賃収入が３万９，０００円、地域応援定期券のほうは

１９万２，０００円で変わらずです。 

  今回、先週の敬老会のほうでもチラシをお配りさせていただいたんですけれども、

１日乗り放題券のほうは、１枚５００円で、車内でも販売しておりますけれども、

５，０００円を出していただきますと、１１枚のセット販売というのをさせていただい

ております。これを以前、榎木委員のほうからご質問ございました高齢者、免許返納者

に対する交通系ＩＣカードと合わせまして、この１０月からはうちの当課のほうでこの

１１枚セットをお渡しするというようなサービスを開始しております。 

  なお、この間運転手、タクシー、バスの運転手のほうとも意見交換しておりますけれ

ども、料金収受に関して、例えばお釣りを持っていないとか、今日は持ち合わせがない

といったようなトラブルのほうは一切今のところ耳に入ってはございません。 

  今後、乗合運行はーとタクシーを含めたさらなる周知、利用促進を図ってまいりたい

というふうに考えております。 

  それから、当面のスケジュールですが、先ほど申し上げましたように四半期報告であ

りましたように、まさしく本日昼、２時から第４回の地域公共交通活性化協議会を開催

いたします。それから１１月上旬、１１月８日頃を予定しておりますが、はーとバスの

ほうに、ＯＴ調査と言いまして、実際に１日調査員が乗り込んで、乗っている方のご意

見お聞きしたり、そういうような調査をさせていただきます。 

  本日の地域公共交通活性化協議会第４回目ですが、今年度にあと２回、今日を合わせ

てあと３回行います。その中で地域公共交通計画の策定と併せまして、この新しい地域

公共交通についても随時検証を行っていき、検証して改善できるところはしてまいりた

いというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある
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方は挙手願います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これでまちづくり推進課所管の質疑を終了い

たします。 

  次に、上下水道課所管の宇治田原町水道事業及び下水道事業経営等審議会令和４年度

第２回会議結果概要について説明を求めます。下岡上下水道課長。 

○上下水道課長（下岡浩喜） それでは、令和４年９月３０日に開催されました宇治田原

町水道事業及び下水道事業経営等審議会の第２回会議の結果についてご報告申し上げま

す。委員６名中５名の出席で実施されております。 

  まず、協議事項・結果につきましては、水道事業の経営改善の方策の一例としまして、

水道料金の改定について検討ということで説明、協議いたしました。 

  別添に資料をつけさせていただいておりますが、１枚物のほうになります。水道料金

改定について【抜粋】を併せてご覧ください。 

  １つ目、水道料金改定の検討の基本的な考え方について、別添資料の１ページ目の上

段のとおり説明をいたしました。給水人口の減少や節水による１人当たりの水需要の減

少によりまして、水道事業の収益が悪化、経営が逼迫している。今後の損益計算予測で

は、いわゆる本業部分に当たる営業収支（この表の黄色の線の上の部分になります）に

おきまして毎年約５，０００万円の営業損失が今後見込まれます。収支均衡を図るため

には、料金収入の約２５％の増額が必要となります。もちろん、企業努力としまして、

分担金・手数料の見直しによる収益の増、費用の縮減など経営改善を図ることを見込ん

でも、全体といたしましては約２０％の引上げは不可避と考えられます。 

  次に、資料の下段のところをご覧ください。 

  現行の料金設定と料金改定の方向性について説明いたしました。近隣４市町の水道料

金を考慮し、家庭用１３ミリから２５ミリの小規模利用者に配慮しつつ、引上げ率を抑

制、また事業所・工場用途３０ミリから１００ミリになりますが、近隣市町の平均料金

並みに引き上げることによりまして、全体料金の収入は約２０％の増額となることを明

示いたしました。 

  別添資料の裏面２ページをご覧ください。 

  １３ミリ、２０ミリの家庭用の小規模利用者の引上げの上限を２０％と押さえており

ます。ちなみに一般的な家庭の例である口径２０ミリで使用水量２カ月当たり６０立米

とした場合の引上げ率は約３％となる案となっております。 
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  大口径については、近隣４市町との均衡を考慮するとともに、優位性を確保すること

も考え、それぞれの上限を設定しております。 

  続いて、電気代等の高騰への対応についてですが、ウクライナ侵攻を背景とするエネ

ルギー確保の高騰によりまして、水道施設の電気料金は昨年に比べ約２割上昇しており、

来年度以降もその傾向が続くと予想されます。 

  先ほどの収支不足約２５％という試算は、昨今の電気代の高騰を反映したものではご

ざいません。水道事業の動力費の予算は、約５，０００万円ですが、現在の状況が続き

ますと、約１，２００万円の不足が生じる見込みです。今後、国の地方創生臨時交付金、

重点交付金の充当などを要望していきたいと考えております。 

  これらに対する委員の主な意見としましては、まず１つ目、主婦の立場から、水道料

金の値上げは生活に密着しているのでつらいなと感じる。食料品など物価高騰している

中で、料金の値上げについてできるだけ早期に分かりやすく住民に説明してほしい。分

かりやすい言葉で丁寧に説明することで住民の理解を得やすくなる。２つ目、コロナ禍、

ウクライナ侵攻の影響で物価が上がる中、水道料金も上がるとなると生活が大変つらい。

しかし、いつまでも赤字経営が続くことはよくない、近い時期に料金改定は必要である

が、物価高騰の折、改定のタイミングの判断が難しい。３つ目、企業には申し訳ないけ

れども、物価高騰を考えると大口径料金を重点的に改定するのが現実的である。などの

意見がありました。 

  当審議会の直近の４回の会議では、水道料金改定計画の策定に向けた協議をしていた

だいております。料金改定に関するご意見をいただくため、今回の資料はあくまでたた

き台としての一つの考え方を示させていただいたものとなります。今後、審議会で料金

改定計画について、ご協議いただくとともに、議会等のご意見を伺い、その是非も含め

まして、電気代の高騰、円安の進行の状況を見極め、引き続き検討してまいりたいと考

えております。 

  次に（２）下水道事業経営戦略について、たたき台の概要について説明、協議いたし

ました。 

  ６月の当委員会で報告いたしましたとおり、第１回審議会会議では、経営戦略のコア

となる当市財政計画と使用料改定の意見等に触れたところでございますが、今回は経営

戦略全体のイメージをお示ししたものとなります。 

  別添のパワーポイントで作成した３枚ものの資料を併せてご覧ください。 

  まず、水道事業経営の戦略の目的ですが、公営企業が将来にわたって安定的に事業を
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継続していくため、経営展望を明らかにするもので、計画期間は１０年間として、投資

財政資産は３０年間としております。 

  ２つ目、下水道事業の経営状況と課題について、経営状況の分析を行いました。資料

抜粋１枚目の表面、ページ１８と振っているところになりますが、こちらをご覧くださ

い。 

  全国の行政人口や処理人口などが本町と似通った類似団体１３団体と府下の法適用団

体１７団体と比較しております。汚水処理原価と使用料単価の差が大きく、経費回収率

が低い水準となっていることが分かると思います。 

  次に、１枚目の裏面になりますが、ページ２１と振っているところをご覧ください。 

  汚水処理費と下水使用料を類似団体と個別比較をしております。棒グラフの積上げが

汚水処理費となりまして、ピンクのひし形の印が下水道使用料となります。グラフの右

端に宇治田原町を示しておりますが、本町の特徴としましては、下水道使用料のバラン

スが取れていないことが分かると思います。この要因の一つは処理方式が好気性ろ床法

であることとなっております。 

  本町の規模では、ほかの団体見ていただければ分かるんですが、処理方式としまして

はＯＤ法が一般的となっております。しかしながら、ＯＤ法は広大な敷地を必要としま

すが、本町は農地保全のために処理場を山林に建設するために十分な広さを確保できな

かったので、小規模な処理場に適した好気性ろ床法を採用しました。ほかの処理方式に

比べ、イニシャルとランニングの両方のコストが大きくなりますが、計画当時は宇治田

原町は人口急増地域であり、整備が完了する頃には下水道使用料で維持できると試算さ

れていました。しかしながら現在の処理人口はそれに遠く及んでいない状況になってお

ります。 

  次に、③ですが、将来の事業環境ということで、水需要の見通しについて、処理区域

内人口は減少していきまして、有収水量も令和１２年度をピークに減少していく見込み

となっております。 

  今後の下水道事業としましては、国の広域化、共同化の促進や、本町におけます道路

交通網の整備、城陽市域での開発構想など本町を取り巻く地理的、社会的状況の変化に

よりまして、単独公共システム（宇治田原浄化センターで処理するもの）と、広域化シ

ステム（洛南浄化センターで処理、すなわち木津川流域下水道）に接続との２つの手法

が考えられるようになりました。 

  次に、２枚目の裏側、裏面のページ３２と振っているところをご覧ください。 
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  ④の投資・財政計画については、投資財政計画を単独公共システムと広域化システム

の２つのケースで投資試算、財源試算を行いまして、収支均衡するように他会計補助金

を充当したシミュレーションを示しました。 

  広域化システムは将来における経済的メリットが大きいことが分かってもらえると思

います。基本シミュレーションの収支改善につきましては、収支改善のためにはまず収

益の増加と費用の削減が必要でありますが、本経営戦略におきましては、改善の余地の

ある収益である下水道使用料の改定をＣａｓｅ１から３について検討しました。ちなみ

に資料の３枚目の表面、ページ３４になりますが、Ｃａｓｅ１が独立採算とする単価が

３４０円、Ｃａｓｅ２が府内市町村での最大使用料金となっています１７６円、Ｃａｓ

ｅ３が総務省が示します適正な使用料の目安１５０円まで改定する、それぞれのシミュ

レーションを示しました。 

  これらの説明に対する委員からの主なご意見は、１つ目、使用料改定と広域化の問題

は長期的な視点から使用料の値上げを抑制するためにも、広域化が必要だという説明の

ほうが事態を正しく表すのではないか。２つ目、下水道使用料改定は、議会や住民への

説明タイミングが大事である。３つ目、単独処理を維持したときの今後のコストを示し

ながらそれをやるくらいなら広域化を選択するという説明が必要であるというような意

見をいただいています。 

  以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。 

  ございませんか。 

  上野委員。 

○委員（上野雅央） 水道料金のことについて、私も値上げをどうとかこうとかいう反対

のあれでもなくあれなんですけれども、住民の方々には、種々な意見の料金値上げにつ

いて、できるだけ早期に分かりやすく委員の方も説明はしていってほしいということの

観点から、早めに料金の、例えばパーセント値上げではなく、現実的にこれぐらいのお

金が上がっていきますよとか、そういうふうな分かりやすい値上げなり、十分に説明し

ながら、値上げに関してはやっていっていただきたいと思います。 

○委員長（藤本英樹） 質問じゃなくて意見ですか。上野委員。 

○委員（上野雅央） 丁寧に説明して、理解していただけるようお願いいたします。 

  その点について行政側としては。 
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○委員長（藤本英樹） 下岡課長。 

○上下水道課長（下岡浩喜） 今、上野委員がおっしゃいましたように、今回お示しして

いる改定の方向性については、各料金区分ごとの調定額をベースに考えているものであ

りますので、具体的にどのような料金体系になるのかが見えてこないかと思います。今

後、その料金改定について検討していく中で、料金表についても、基本料金、従量料金

の部分について、具体的に検討してまいりますので、またそれが皆様にお示しできるよ

うになりましたらご説明をさせていただきたいと思います。 

  おっしゃいますように丁寧な説明を早い時期にすることが肝要かと考えておりますの

で、その辺でやってまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（藤本英樹） 上野委員。 

○委員（上野雅央） よろしくお願いいたします。 

  それプラス、これは私のあれなんですけれども、国にももっと要望していただいて、

今、水道料金の減免なり行ってもらっていますけれども、国のほうに各補助金をもらえ

るように働いていただければいいかと思います。 

○委員長（藤本英樹） それは質問ですか。上野委員。 

○委員（上野雅央） それは私の個人的な意見で、国のほうにも言っていただきたいと思

いがあります。 

  以上です。 

○委員長（藤本英樹） 暫時休憩します。 

休  憩   午前１１時２１分 

再  開   午前１１時２２分 

○委員長（藤本英樹） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  垣内理事。 

○建設事業担当理事（垣内清文） 国への補助は基本、建設工事の施設補助金とかそうい

う形ではいろいろあるんですけれども、今の料金の事につきましては、我々の企業会計

という企業団体なんですね、ですからその分の料金が高くなるなどの補助は基本的に難

しいと思っています。ですから、今後国のほうとの協議の中には、先ほど説明の中にあ

りました、例えば広域化とかそれから、施設の増改築、それぞれについては補助金につ

いてお願いをしていきますし、やはり一番難しいのは人口減少によるコストが上がって

いくことなんですね。下水道についても水道についても、人口が増えていけば利用者が
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増える。そうなれば施設の、例えば維持管理する全体的な金額がいわゆる単価としてコ

ストダウンしていくんですけれども、今そこまでなっていない状況なりますので、単価

の、水をつくるのが高くなったから上げていくという考え方ではないので、その辺りに

ついては非常に難しいところはご理解いただきたいと思います。 

○委員長（藤本英樹） 上野委員。 

○委員（上野雅央） よろしくお願いいたします。 

○委員長（藤本英樹） ほかにございませんか。原田委員。 

○委員（原田周一） これは質問というより、ちょっと数字的なことはちょっと私、現在

監査やっていますんでちょっとそこ差し控えますけれども、これ委員長にお願いしたい

んですが、この文章の中で、近隣市町、ずっと名前出ているんですけれども、それが平

均に比べて高いとかいうような表現がこの審議会のあれでもありましたし、それからこ

の説明の文書にもあります。できたら、今後、これ検討していくのに、よその平均の具

体的な名前も出ているんで、実際の金額、それと我々の金額の資料を求めてもらうよう

にお願いできないかな、向こうに。委員長から。 

○委員長（藤本英樹） 実際の金額ですか。原田委員。 

○委員（原田周一） 金額ですね。平均より高いいう。資料提出をお願いしたいんですけ

れども。 

○委員長（藤本英樹） 暫時休憩します。 

休  憩   午前１１時２５分 

再  開   午前１１時２７分 

○委員長（藤本英樹） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  それでは、今の原田委員のご要望の資料につきましては、参考資料としてまた提出の

ほうよろしくお願いいたします。 

  ほかにございませんか。谷口委員。 

○委員（谷口 整） 下水道のことでお聞きをしたいと思います。 

  まず、下水道料金と下水道の処理費との関係でいうと、本町の場合は非常に処理費が

高くかかっていると。類似団体と比較としてもやはり高い状況にあると。これはまず原

因はどこにあるんでしょうか。  

○委員長（藤本英樹） 下岡課長。 

○上下水道課長（下岡浩喜） 先ほど、説明の中で見ていただきました資料抜粋１枚目の

裏面、２１ページというところを見ていただくと分かりやすいかと思うんですが、こち
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らに費用と使用料について示しておりますが、まず赤い部分が処理場の維持管理費、緑

の部分が汚水資本費となっております。その赤の部分も緑の部分も宇治田原町は高い傾

向にあります。これは、ちょっと先ほど説明の中でも簡単に触れましたが、ほかの類似

団体を見ていただきますと、人口１万人程度の町ではＯＤ法というものが主流となって

おります。 

○委員長（藤本英樹） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） まず、大概、下水道の処理の場合はＯＤ法、要は広い場所で沈殿池

を造ってやるのが一般的やけれども、本町の場合は好気性のろ床法が流末のところに周

辺ですね、高い立体的な建物で処理されている。当時は最新機的な技術やったと思うん

ですけれども、結果的にはあれね、経費もかかるし、あと更新するにしてもまた金がか

かる、そんな状況なんでね、結論で言うと、私はできるものなら広域化システム、洛南

浄化センターにつないでもらう、その方向のことも検討すべきだと思うんです。特に水

道なんかは、まず、新名神のインターの周辺で広域以外の給水、城陽市に給水しますよ

ね。だからそんなこともあるんでね、やはり洛南処理区のほうに入っている市町のほう

に働きかけて、将来的には無理して造った今の処理場、あれはなくして広域につないで

いくべきだと思うんですが、その辺の考え方はどうなんでしょう。 

○委員長（藤本英樹） 垣内理事。 

○建設事業担当理事（垣内清文） ありがとうございます。 

  ちょっと１点だけ、訂正ではないですけれども、先ほど下岡課長の途中で答弁止まっ

ちゃったんですけれども、端的にＯＤ法より好気性ろ床法が高いという、これはたまた

ま各類似団体のイニシャルコストの差があるだけやと思ってください。今、なぜ宇治田

原町がこんなに高くなっているのかは、将来の人口予測が違ったからです。もともとう

ちが例えば、これが２万人ぐらいの規模で進んでいければ類似団体と同じような処理単

価になってたはず、予測ですけれども。皆さんがつないでいただくことで、いわゆる処

理にかかる費用がちょっとずつ、いわゆる分母、分子の差だけです。使用量が増えたと

しても、処理にかかる費用はそんなに上がっていくわけでもないんで。ですから、たく

さん使っていただく、水道と同じなんですけれども、収入がたくさん入ってくるとその

分、実は単価が下がっていくので、類似団体と似たような数字にはなるはずなんです。

ただ、残念ながらやはり人口が非常に減少していること、それと同時に下水道をつない

だ時点での右肩上がりの時代からやはり経済が下がってきたこと、いろんな要素が絡ん

で今現在に至って、先ほど下岡課長が言ったような処理方式もやはり若干、今回実はう
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ち、電気代かかるような方式なんですね、この好気性ろ床法というのは。 

  そういった時代背景と、現在の時代のそういったことが複合されて今のこういうふう

な現状に至っていると。今、谷口委員がおっしゃっていただいたとおりなんですけれど

も、宇治田原町と城陽市は隣接しているものの、かつてはやはりその間には何もなかっ

たんですね。ただ、こうした新名神の高速道路ができる、インターができるということ

で、その間城陽市の地域の中にたくさんの物流センター、それから新しい町が存在して

きます。 

  そうなれば城陽市のほうもいわゆる全体的流域下水道のエリアが拡張されていきます。

宇治田原町との境界まで来るので、我々にとってはもう千載一遇のチャンスで、そこに

もうちょっとつなぎよるだけという言い方をさせていただきますと、近隣市町の方々、

それから流域下水道構成市町の方々に、本町では星野政策監と私のほう、それと城陽市

のほうも一緒に京都市をはじめ宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市、井手町、久御山町、

皆さん方にお願いにまいりまして、今現在流域下水道に入るかどうかではなくて入る方

向での勉強会のほうをその構成市町と京都府と併せて、今、させていただいているとこ

ろでございます。 

  ですから、今後懸念されるのは、いわゆる入ることによるこれからどれだけのお金を

構成市町さんのほうに払っていかなければならない、いわゆる自分たちが造ってきはっ

た施設の分も我々負担金が発生してまいりますのでそれを今どうするのかというのを共

有させていただいたところでございますので、先の長い話にはなりますけれども、流域

下水道につなぐことで、短期的に非常に大きなお金がかかる場合もありますが、長期的

に考えた場合には、これが宇治田原町にとっては、最善の方法だと、我々も考えながら

進めていきたいというふうに考えております。 

○委員長（藤本英樹） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） 今、丁寧にご説明をいただきましたけれども、結論で言えば私も全

くそのとおりなんですよ。というのは今現在の処理場、言われたように当時の人口がど

んどん増えていって当時１万２，０００かもうちょっと多かったかな。その構想の中で

は処理場を造られた。結果的には人口が減って、だから施設の割には利用が少ないから

高くなっている。今後、あれできてからもう２０年以上経っているんで、更新、いずれ

せんならん。そのときに、今、宇治田原が独自で処理場を持ってやっているけれども、

それはすべきじゃないと。だから少々かかっても広域化システムのほうにお願いをして

入っていくべきだというのが私の結論なんですよ。 
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  だからそこのところ確認したんですけれども、今、理事のほうからそういう方向で考

えていきたいということですんで、まさにその方向で進んでいくということについては

全く異存もありません。 

  あともう１点、今、下水道の面整備の整備率ですね。どれぐらいいってますか。 

○委員長（藤本英樹） 下岡課長。 

○上下水道課長（下岡浩喜） 面積ベースでは約半分となっております。 

○委員長（藤本英樹） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） 今、整備率が半分ということですけれども、恐らく非常にもうやり

やすいところはほぼ下水道整備されていると思うんですよ。あと、計画の中でいろんな

条件的に厳しいところも幾らかあるのかなというふうに思うんですけれども、その辺の

整備計画の見直し、そこらについては、今、この場で見直しをしますとかしませんとか

と違って、だから下水道の経営計画考える中では、その辺りのことも一定検討するべき

時期に来ているのかなと思ったりするんですけれども、その辺はどうでしょう。 

○委員長（藤本英樹） 垣内理事。 

○建設事業担当理事（垣内清文） おっしゃるとおり、全国的に見ましても、下水道の事

業でかかるイニシャルコスト、それから人口減少に対します、いわゆる借金を返してい

かんなんというところで、全体的な計画見直しというのはそれぞれされていると思いま

す。 

  今、谷口委員おっしゃられるとおり本町にとっても全体計画見直しというのは必須で

ございますので、今後、必要な施設の更新を含めながら、今の流域の話も含めながらエ

リアの改定等についても着手していかなければならない。当然それについては住民の理

解を得ながらとなりますので、またご相談させていただきながらになると思いますが、

進めていきたいというふうに考えております。 

○委員長（藤本英樹） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） まさにやっぱり、先ほどの料金、上野委員が言われるのと一緒で、

丁寧な説明、それもしながら、一定、整備計画の見直し等もやっぱりやっていかないと

もうこれ今、下水道自体が持たんようになるのはもう目に見えてますんで、その辺りは

よろしくお願いをいたします。 

○委員長（藤本英樹） ほかにございませんか。 

  原田委員。 

○委員（原田周一） 今、谷口委員からもありましたように、広域化、やっと検討始まっ
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たんかなと。私も過日、そういう先ほど答弁ありましたように人口減少とかコストの問

題、建て替えの問題、そういったような経費含めて、過日、一般質問でもいろいろさせ

ていただきました。 

  早急に今後、将来人口のことも考えますと、やはり莫大なお金がかかっていくという

ことですんで、ぜひその辺は近隣市町、いろいろ分担金の問題とかいろんな問題多いと

思いますけれども、ぜひ、進めていっていただきたいというふうに、これはもう要望だ

けです。 

○委員長（藤本英樹） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて上下水道課所管の質疑を終了いたし

ます。 

  以上で、ただいま出席の所管分に係ります各課所管事項報告についてを終了いたしま

す。 

  これで、日程に掲げておりますただいま出席の所管分の令和４年度第３四半期の事業

執行状況報告並びに所管事項報告を終了いたしますが、その他委員から何かございまし

たら挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） 当局から何かございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） これでただいま出席の所管課に係る事項を終了いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） 次に、日程第５、その他を議題とします。 

  委員から何かございましたら挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） 当局から何かございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） 事務局からございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、日程第５、その他についてを終了いたします。 

  本日は、令和４年度第３四半期の事業執行状況報告並びに所管事項の報告を受けたと

ころです。 
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  本年度も第３四半期に入り、早期の執行完了に向け、努力していただくことを強く求

めておきます。 

  なお、委員会は定期的に開催することを基本としておりますことから、委員各位また

町当局におかれましてもよろしくお願いいたします。 

  以上で本日の総務建設常任委員会を閉会いたします。 

  大変ご苦労さまでございました。 

閉  会   午前１１時４２分 

○委員長（藤本英樹） ここで一言ご挨拶を申し上げたいと思います。 

  委員各位におかれましては、令和２年１１月に宇治田原町議会議員として就任されて

以来、この２年間は総務建設常任委員会委員として住民の方々のご要望と負託に応える

べく議会活動活性化、宇治田原町発展のためご尽力いただきまして誠に感謝申し上げま

す。 

  また、地方当局におかれましても、委員会開催における詳細な説明、仕様の説明など

ご協力をいただきましたことを重ねて厚く御礼申し上げます。 

  さて、私も令和２年１１月に総務建設常任委員会委員長を授かり、山本副委員長の補

佐のもと、委員各位、町幹部の方々のご協力により本日の委員会を迎えることができま

した。 

  委員会条例により、委員の任期は２年とされておりますので、現在のメンバーでの委

員会は本日で最後となります。引き続き後期議会構成の編成となり、委員におかれまし

ては新たな立場での活動となります。今後もそれぞれの立場に立って議会活動にご尽力

いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

  最後になりますが、宇治田原町議会、宇治田原町のさらなる発展と議員各位のご活躍、

ご多幸を祈念いたしまして、私の挨拶とさせていただきます。 

  ２年間どうもありがとうございました。 
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